
雑

報

(
一)
定
例
研
究
会

○
第
三
〇
五
回

公
開
定
例
研
究
会

二
〇
一
二
年
五
月
二
五
日

(

金)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢『

パ
ラ
ダ
イ
ム
は
変
わ
っ
た
の
か
―
三
・
一
一
と
日
本
の
こ

れ
か
ら』

を
め
ぐ
っ
て｣

評
論
者

奥
野

信
宏

(
本
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

○
第
三
〇
六
回

(

英
連
邦
研
究
部
会
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
二
年
一
一
月
二
七
日

(
火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢『

ス
ポ
ー
ツ
と
法』

研
究
序
説
①
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
を
め
ぐ

る
法
的
諸
問
題
―
ア
メ
リ
カ
法
を
中
心
と
し
て
―｣

石
堂

典
秀

(

本
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授)

○
第
三
〇
七
回

(

大
学
と
地
域
社
会
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

の
合
同
開
催)

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
三
日

(

木)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

公
益
大
の
地
域
共
創
活
動｣

和
田
明
子

(

東
北
公
益
文
科
大
学
公
益
学
部
准
教
授)

○
第
三
〇
八
回

二
〇
一
二
年
一
二
月
二
〇
日

(

木)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
考
え
る｣

來
田

享
子

(

本
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授)

大
友

昌
子

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

渋
谷

努

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

(

二)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
日
台
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

二

〇
一
二
年
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
と
台
湾｣

―
台
湾
史
研

究
の
現
段
階
と
今
後
の
課
題
―

(

台
湾
史
研
究
セ
ン
タ
ー
と

の
共
催)

二
〇
一
二
年
七
月
一
日

(

日)

九
時
か
ら
一
七
時
ま
で

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
ヤ
マ
テ
ホ
ー
ル

・
問
題
提
起

｢

台
湾
史
研
究
三
十
年
の
経
験
か
ら
の
二
〇
一

二
年
認
識｣

檜
山

幸
夫

(

中
京
大
学
法
学
部
教
授)

・
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

｢

日
台
関
係
の
現
段
階
と
こ
れ
か
ら
の

展
望
―
日
華
国
交
断
絶
か
ら
四
〇
年
―｣

川
島

真

(

東
京
大
学
大
学
院
准
教
授)

松
金

公
正

(

宇
都
宮
大
学
大
学
院
教
授)

・
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン｢

日
本
統
治
下
台
湾
の
官
僚
と
日
本
人｣

駒
込

武

(

京
都
大
学
大
学
院
准
教
授)

東
山

京
子(

中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
特
任
研
究
員)
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鈴
木

哲
造

(

国
立
台
湾
師
範
大
学
博
士
後
期
課
程)

・
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

｢

台
湾
の
近
代
化
と
台
湾
人
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成｣

呉

文
星

(

国
立
台
湾
師
範
大
学
教
授)

中
田

敏
夫

(

愛
知
教
育
大
学
教
授)

林

初
梅

(

大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授)

・
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン

｢

日
本
と
台
湾
に
お
け
る
戦
没
者
慰
霊

の
国
際
比
較｣

蔡

錦
堂

(

国
立
台
湾
師
範
大
学
准
教
授)

本
康

宏
史

(

石
川
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
課
長)

○｢

ア
ー
カ
イ
ブ
の
日
伊
比
較

知
と
技
術
の
継
承
と
展
開｣

ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

・
セ
ッ
シ
ョ
ン
１｢

知
の
記
録
の
継
承
と
文
書
史
資
料
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ス｣

二
〇
一
三
年
二
月
一
六
日

(

土)

一
〇
時
よ
り
一
七
時
ま

で檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

大
濱
徹
也

(

筑
波
大
学
名
誉
教
授)

井
口

和
起

(

京
都
府
立
総
合
資
料
館
顧
問)

湯
上

良

(

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学)

マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
・
ベ
ル
テ
ィ
ー
ニ

(

国
立
ト
リ
ノ
文

書
館
長)

岩
壁

義
光

(

元
宮
内
庁
書
陵
部
編
輯
課
長)

マ
リ
オ
・
イ
ン
フ
ェ
リ
ー
ゼ

(

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学)

・
セ
ッ
シ
ョ
ン
２

｢

文
化
の
継
承
と
現
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

展
開
―
技
術
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
伝
統
と
現
在
―｣

二
〇
一
三
年
二
月
一
七
日

(

日)

一
〇
時
よ
り
一
七
時
ま

で大
友

昌
子

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

青
木

直
己

(

株
式
会
社
虎
屋
虎
屋
文
庫
担
当
部
長)

長
江

昭
充

(

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
株
式
会
社
副
社
長
兼

技
術
生
産
本
部
長)

末
松

良
一

(

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授)

九
代
玉
屋
庄
兵
衛

(

か
ら
く
り
人
形
師)

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ヴ
ォ
ル
ペ

(

南
山
大
学
総
合
政
策
学

部
准
教
授)

松
原
武
久

(

元
名
古
屋
市
長)

○
国
際
学
術
研
討
会

｢

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
台
湾｣

(

国

立
台
湾
師
範
大
学
と
の
共
催)

二
〇
一
三
年
三
月
一
五
日

(

金)

・
一
六
日

(

土)

九
時
よ

り
一
八
時
ま
で

国
立
台
湾
図
書
館
Ｂ
１
国
際
会
議
庁

(
三)

研
究
部
会

○
台
湾
研
究
部
会

・
研
究
会
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◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
四
月
一
〇
日

(

火)

一
九
時
半
よ
り
二
〇
時

半
ま
で

社
会
科
学
研
究
所
室

研
究
打
ち
合
わ
せ
会
議

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
第
七
届
台
湾
総
督
府
�
案
学
術
研
討
会

二
〇
一
二
年
八
月
二
九
日

(

水)

三
〇
日

(

木)

国
史
館
台
湾
文
献
館

◆
国
際
学
術
研
討
会

｢
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
台
湾｣

(

研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
三
年
三
月
一
五
日
・
一
六
日
九
時
よ
り
一
八
時
ま

で国
立
台
湾
図
書
館
Ｂ
１
国
際
会
議
庁

・
講
義

(

国
立
台
湾
師
範
大
学
と
の
共
同
企
画)

二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日

(

金)

・
三
〇
日

(
土)
・
七
月

六
日

(

金)

・
七
日

(

土)

・
一
三
日

(

金)

・
一
四
日

(

土)

一
時
限
よ
り
五
時
限
ま
で

中
京
大
学
法
学
部
・
法
学
研
究
科

｢

台
湾
史
研
究
推
広
与
史
料
整
理｣：

特
殊
講
義

｢

台
湾
学

研
究
１｣

・
大
学
院

｢

特
定
研
究
Ⅲ｣

呉

文
星

(

国
立
台
湾
師
範
大
学
教
授)

蔡

錦
堂

(

国
立
台
湾
師
範
大
学
副
教
授)

鍾

淑
敏(

台
湾
中
央
研
究
院
台
湾
史
研
究
所
副
研
究
員)

○
ロ
シ
ア
研
究
部
会

◆
第
七
三
回

二
〇
一
二
年
五
月
八
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

現
代
ロ
シ
ア
の
宗
教
事
情
―
特
に
ロ
シ
ア
正
教
会｣

安
村

仁
志

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
七
四
回

二
〇
一
二
年
七
月
二
四
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

ル
ー
シ
と
ロ
ー
マ
の
最
初
の
教
会
合
同
―
マ
イ
オ
ー
ロ

フ
論
文
に
み
る
ロ
シ
ア
史
学
の
新
し
い
視
点
に
つ
い
て
―｣

田
辺
三
千
広

(

星
城
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准

教
授)

◆
第
七
五
回

二
〇
一
二
年
九
月
一
八
日

(

火)

一
八
時
よ
り

六
号
館
三
階
副
学
長
室

｢

ロ
シ
ア
語
の
語
彙
か
ら
見
た
、
ス
ラ
ヴ
文
化
史
に
お
け

る
農
地｣

佐
藤
規
祥

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
七
六
回

二
〇
一
二
年
一
一
月
一
三
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室
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｢

標
準
ベ
ラ
ル
ー
シ
語
に
お
け
る
名
詞
と
そ
の
格
変
化

―
総
性
名
詞
を
中
心
と
し
て
―｣

清
水
守
男

(

社
会
科
学
研
究
所
特
任
研
究
員)

◆
第
七
七
回

二
〇
一
三
年
一
月
八
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
散
文
作
品
に
お
け
る
視
覚
芸
術
的
表

象｣山
路
明
日
太

(

本
学
非
常
勤
講
師)

◆
第
七
八
回

二
〇
一
二
年
三
月
一
二
日

(
火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

中
央
新
聞
に
見
ら
れ
る
現
代
世
界
像｣

ペ
ト
リ
シ
ェ
ヴ
ァ
・
ニ
ー
ナ

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教

授)

○
英
連
邦
研
究
部
会

◆
第
一
回

(

定
例
研
究
会
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
二
年
一
一
月
二
七
日

(

火)

一
八
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢『

ス
ポ
ー
ツ
と
法』

研
究
序
説
①
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
を
め

ぐ
る
法
的
諸
問
題
―
ア
メ
リ
カ
法
を
中
心
と
し
て
―｣

石
堂

典
秀

(

本
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授)

○
東
ア
ジ
ア
研
究
部
会

・
調
査

◆
台
湾
関
係
史
資
料
調
査

二
〇
一
三
年
三
月
一
〇
日

(

日)

〜
一
五
日

(

金)

国
立
台
湾
図
書
館

(

四)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
公
文
書
管
理
制
度
の
研
究

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
五
月
一
〇
日

(

木)

一
七
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

｢

海
外
調
査

(

ド
イ
ツ)

報
告｣

上
代
庸
平

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

｢

海
外
調
査

(

イ
タ
リ
ア)

報
告｣

檜
山
幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

科
研
費
申
請
結
果
の
総
括

◆
第
二
回

二
〇
一
二
年
五
月
二
九
日

(

火)

一
七
時
半
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

紀
要
原
稿
定
例
報
告
会
①

｢

ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
文
書
専

門
職
の
養
成｣

上
代
庸
平

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

◆
第
三
回
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二
〇
一
二
年
七
月
五
日

(

木)

一
八
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

紀
要
原
稿
定
例
報
告
会
②｢

豊
田
市
足
助
支
所
調
査
報
告｣

大
友
昌
子

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

紀
要
原
稿
定
例
報
告
会
②

｢

マ
ー
ル
ブ
ル
ク
公
文
書
学
校

調
査
報
告｣

土
井
崇
弘

(
本
学
法
学
部
准
教
授)

◆
第
四
回

二
〇
一
二
年
一
二
月
七
日

(

金)

一
七
時
半
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

日
伊
シ
ン
ポ
に
お
け
る
論
点
の
整
理

◆
第
五
回

二
〇
一
三
年
一
月
二
六
日

(

土)
一
四
時
よ
り

社
会
科
学
研
究
所
所
室

｢

条
例
の
形
態
か
ら
見
た
地
方
公
文
書
管
理
制
度｣

上
代
庸
平

(

本
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授)

｢

ス
ペ
イ
ン
公
文
書
法
制
と
歴
史
記
憶
法
に
お
け
る
公
文

書
へ
の
ア
ク
セ
ス｣

野
口
健
格

(

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
非
常
勤
講
師)

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆｢

ア
ー
カ
イ
ブ
の
日
伊
比
較

知
と
技
術
の
継
承
と
展
開｣

(

研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
共
同
開
催)

ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

二
〇
一
三
年
二
月
一
六
日

(

土)

・
一
七
日

(

日)

一
〇

時
よ
り
一
七
時
ま
で

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
六
月
五
日

(

火)

〜
六
月
九
日

(

土)

島
根
県
公
文
書
セ
ン
タ
ー
・
雲
南
市
役
所
・
雲
南
市
立
病

院
・
出
雲
大
社
・
島
根
県
立
出
雲
歴
史
博
物
館

島
根
県
の
地
方
公
共
団
体
・
公
営
企
業
及
び
公
益
団
体
に

お
け
る
公
文
書
・
特
定
歴
史
公
文
書
の
管
理
保
存
に
関
す

る
調
査

◆
第
二
回

二
〇
一
二
年
八
月
二
一
日

(

火)

〜
八
月
二
四
日

(

金)

隠
岐
広
域
連
合
・
隠
岐
広
域
連
合
立
隠
岐
病
院
・
海
士
町

歴
史
民
俗
資
料
館

島
根
県
の
地
方
公
共
団
体
及
び
公
営
企
業
に
お
け
る
公
文

書
・
特
定
歴
史
公
文
書
の
管
理
保
存
に
関
す
る
調
査

◆
第
三
回

二
〇
一
三
年
一
月
三
一
日

(

木)

〜
二
月
三
日

(

日)

北
海
道
立
文
書
館
・
札
幌
市
役
所
・
札
幌
市
文
化
資
料
室

(

公
文
書
館
準
備
施
設)

北
海
道
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
文
書
・
特
定
歴
史

公
文
書
の
管
理
保
存
に
関
す
る
調
査

◆
第
四
回
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二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日

(

木)

〜
三
月
一
三
日

(

水)

ス
ペ
イ
ン
王
国
・
イ
タ
リ
ア
共
和
国
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和

国
・
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
イ
ツ
に
お
け

る

｢
過
去
の
記
憶｣

資
料
の
保
存
管
理
の
た
め
の
国
家
に

よ
る
制
度
整
備
及
び
市
民
に
よ
る
利
用
の
状
況
に
関
す
る

調
査

○
日
本
の
境
界
地
域
論

・
研
究
会

◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
六
月
一
五
日

(
金)

一
六
時
四
〇
分
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

海
上
保
安
行
政
に
関
す
る
制
度
と
実
践｣

奥
薗

淳
二

(

海
上
保
安
大
学
校
海
上
警
察
学
講
座
専
任

講
師)

◆
第
二
回

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
九
日

(

金)

一
七
時
よ
り

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

日
本
の
境
界
研
究
―
政
治
地
理
学
の
観
点
か
ら｣

山
崎
孝
史

(

大
阪
市
立
大
学
教
授)

｢

境
界
研
究
の
新
境
地｣

八
谷
ま
ち
子

(

九
州
大
学
教
授)

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
一
一
月
一
三
日

(

火)

よ
り
一
一
月
一
四
日

(

水)

ま
で

福
岡
県
福
岡
国
際
会
議
場

福
岡
県
福
岡
国
際
会
議
場
に
お
い
て
国
境
離
島
政
策
研
究

グ
ル
ー
プ
に
よ
るB

R
IT
X
ll-2012

福
岡
研
究
大
会
で

の
報
告

◆
第
二
回

二
〇
一
三
年
一
月
一
二
日(

土)

よ
り
一
月
一
五
日(

火)

ま
で

沖
縄
県
石
垣
市
立
図
書
館
・
石
垣
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

石
垣
市
立
図
書
館
に
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
く
現
地
調

査
お
よ
び
石
垣
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

｢

沖
縄
大
学

移
動
市
民
大
学in

石
垣
島｣

に
参
加

◆
第
三
回

二
〇
一
三
年
二
月
一
三
日(

水)

よ
り
二
月
一
九
日(

火)

ま
で

沖
縄
県
沖
縄
離
島
市
町
村
議
員
連
盟
、
沖
縄
県
庁
、
琉
球

新
報
、
琉
球
大
学
、
与
那
国
な
ど

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
る
沖
縄
県
那
覇
市
及
び
与
那
国

現
地
調
査

○
大
学
と
地
域
社
会
の
連
携

・
研
究
会
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◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
五
月
一
五
日

(

火)

一
七
時
よ
り

総
合
政
策
学
部
第
三
談
話
室

｢
大
学
と
社
会
貢
献
に
関
す
る
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
報
告｣

羅

一
慶(

本
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

◆
第
二
回

二
〇
一
二
年
六
月
一
六
日

(

土)

一
四
時
よ
り
一
六
時
ま

で三
号
館
五
階
会
議
室

｢

大
学
と
地
域
社
会
に
関
す
る
読
書
会｣

◆
第
三
回

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
六
日

(
火)

一
七
時
よ
り
一
九
時

ま
で

総
合
政
策
学
部
第
三
談
話
室

｢

大
学
と
地
域
社
会
に
関
す
る
読
書
会｣

◆
第
四
回

(

定
例
研
究
会
と
の
合
同
開
催)

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
三
日

(

木)

一
七
時
よ
り
一
九
時

ま
で

三
号
館
五
階
会
議
室

｢

公
益
大
の
地
域
共
創
活
動｣

和
田

明
子

(

東
北
公
益
文
科
大
学
准
教
授)

◆
第
五
回

二
〇
一
三
年
三
月
二
六
日

(

火)

一
六
時
よ
り
一
八
時
ま

で総
合
政
策
学
部
第
一
共
同
研
究
室

｢

大
学
と
地
域
と
の
連
携
―
東
北
公
益
文
科
大
学
の
取
り

組
み
を
事
例
と
し
て｣

呉

尚
浩

(

東
北
公
益
文
科
大
学

准
教
授)

・
調
査

◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
六
月
二
三
日(

土)

よ
り
六
月
二
六
日(

火)

ま
で

韓
国
延
世
大
学
・
草
の
根
の
社
会
リ
ー
ダ
ー
学
校
・
一
緒

に
働
く
財
団

韓
国
延
世
大
学
、
草
の
根
の
社
会
リ
ー
ダ
ー
学
校
で
の
調

査
研
究
お
よ
び
資
料
収
集

◆
第
二
回

二
〇
一
三
年
一
月
一
九
日(

土)

よ
り
一
月
一
九
日(

火)

ま
で

韓
国
延
世
大
学
、
希
望
製
作
所
、
一
緒
に
働
く
財
団

韓
国
延
世
大
学
、
希
望
製
作
所
、
一
緒
に
働
く
財
団
で
の

調
査
研
究
お
よ
び
資
料
収
集

◆
第
三
回

二
〇
一
二
年
二
月
一
七
日

(

日)

新
潟
大
学

新
潟
大
学
で
の
調
査
研
究
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◆
第
四
回

二
〇
一
三
年
二
月
二
五
日(

月)

よ
り
二
月
二
七
日(

水)

ま
で

宮
城
県
石
巻
市
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
し
の
ま
き

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
調
査

研
究

(

五)

出
版

○
叢
書叢

書
32

『

民
際
力
の
可
能
性』

二
〇
一
三
年
二
月
二
〇
日

○
紀
要

『

社
会
科
学
研
究』

第
三
三
巻
第
一
号

二
〇
一
二
年
九
月
二
八
日

『

社
会
科
学
研
究』

第
三
三
巻
第
二
号

二
〇
一
三
年
三
月
三
〇
日

(

六)

公
開
講
座

○
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

｢

第
六
回
台
湾
史
研
究
講
座
日
本
統
治

下
台
湾
の
研
究｣

◆
第
一
・
二
・
三
回

二
〇
一
二
年
九
月
二
七
日
・
一
〇
月
四
・
一
一
日

(

木)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
一
八
時
一
〇
分
ま
で

｢

台
湾
児
童
が
描
い
た
作
文
の
世
界｣

中
田

敏
夫

(

愛
知
教
育
大
学
教
授)

◆
第
四
・
五
回

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
八
・
二
五
日

(

木)

一
六
時
四
〇

分
よ
り
一
八
時
一
〇
分
ま
で

｢

台
湾
の
日
本
語｣

酒
井

恵
美
子

(

本
学
国
際
教
養
学
部
教
授)

◆
第
六
・
七
・
八
回

二
〇
一
二
年
一
一
月
一
・
八
・
一
五
日

(

木)

一
六
時
四

〇
分
よ
り
一
八
時
一
〇
分
ま
で

｢

日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
下
の
社
会
政
策
：
台
湾
・
朝

鮮
半
島
・
パ
ラ
オ｣

大
友

昌
子

(

本
学
現
代
社
会
学
部
教
授)

◆
第
九
・
一
〇
・
一
一
・
一
二
回

二
〇
一
二
年
一
一
月
二
二
・
二
九
日
・
一
二
月
六
・
一
六

日

(

木)

一
六
時
四
〇
分
よ
り
一
八
時
一
〇
分
ま
で

｢

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
と
台
湾｣

檜
山

幸
夫

(

本
学
法
学
部
教
授)

(

七)

そ
の
他

○
学
部
間
学
生
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
一
二
年
一
一
月
三
日

(

土)

一
三
時
よ
り
一
六
時
ま
で

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
八
号
館

｢
震
災
・
復
興
・
原
発｣
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○
中
京
大
学
研
究
機
構
検
討
会

◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
四
月
二
六
日

(

木)

一
四
時
よ
り
一
六
時
ま

で豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
研
究
所

・
二
〇
一
二
年
四
月
の
学
長
提
案

｢

研
究
所
の
活
性
化
に

つ
い
て｣

・
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

◆
第
二
回

二
〇
一
二
年
六
月
一
日

(
金)

一
三
時
よ
り
一
五
時
ま
で

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
人
工
知
能
高
等
研
究
所

・
体
育
研
究
所
・
人
工
知
能
高
等
研
究
所
・
社
会
科
学
研

究
所
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
科
学
博
物
館
準
備
室
の
連
携
に

よ
る
新
た
な
研
究
組
織
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

・｢

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
部
門｣

に
つ
い
て

・｢

中
京
大
学
知
的
資
源
デ
ー
タ
個
人
票｣

の
共
通
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
つ
い
て

○
研
究
所
交
流
会

◆
第
一
回

二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日

(

金)

一
八
時
よ
り
二
一
時
ま

で三
号
館
五
階
会
議
室

・
研
究
所
の
共
同
事
業
に
つ
い
て

・
研
究
所
交
流
推
進
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
今
後
の
予
定

◆
第
二
回

二
〇
一
二
年
七
月
二
六
日

(

木)

一
八
時
よ
り
二
一
時
ま

で豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
研
究
所
会
議
室

・
共
同
研
究
企
画
に
つ
い
て

◆
第
三
回

二
〇
一
二
年
一
一
月
八
日

(

木)

一
八
時
半
よ
り
二
二
時

ま
で

三
号
館
五
階
会
議
室

・
共
同
研
究
企
画
に
つ
い
て

◆
第
四
回

二
〇
一
三
年
三
月
一
二
日

(

火)

一
〇
時
半
よ
り
一
一
時

半
ま
で

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｉ
研
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

・
放
射
能
を
吸
着
す
る
竹
炭
の
作
製
に
つ
い
て

○
中
京
大
学
研
究
所
交
流
会

◆
第
一
回

二
〇
一
三
年
一
月
二
八
日

(

月)

一
六
時
よ
り

ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
・
サ
ロ
ン
ド
ヤ
マ
テ

・
各
研
究
所
の
紹
介

・
各
研
究
所
研
究
発
表
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